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短報

Hicleal口 ABURAKAvVA 1981 Peculiar Shapes of Ice Crystals Formecl in a Cloucl 

Chamber. Low Tellltcrature Scicllce， Ser. A， 40. 

雲箱において生成した特異な雪結晶斗

泊 jl¥ 英明

(融雪科学部門)

(昭和 56年 10月受理)

低也実験宰において 180cm x 50 cm x 50 cmの箱にl次霧器を用い過冷却微水鴻を浮遊さ

せて雲箱 (coldchamb巳r)をつくり、極まきを行なった結果小さな雪縦il誌が生成し，その仁1'1に

特典な結liflが二・三見られた。

雲箱の中!首位置において採取した結晶を写真 1に示す。 これは雲箱内のrl日1度が 1TCの

時に種まきを行ない， 1~2 分経過した11寺に採

取したもので. _.j~引II~ に見られる竺?の初j切れII

品である。結d日1のJIヲはほとんどが二mの小さ
な角仮結品 (double plates)であるが， 200 

，11m 程度の大きさの角板や扇形結1171に成長し

ているものも見られる。角板の中心部はち写

真では円形に見える。 Au巴r 1 ) の I~I 然 L去に閲

する観測l及び実験によれば、このような布till!!

は中心部の幅(角村会の aIlql!方向の長さ)とfEJ

板を合んだ!享さが同じであると言う観察の結

果から，これらは凍結した;h¥..、微水滴が成長

したものと考えられているつしかし写真 1

においては，結llllの幅とj享さについて必ずし

もそのような関係はみられない(例えば，右

上写真の矢印の結1¥'11，)。尚， 1~2 分程度で成長

した結I111の大きさとしては宙)11他2) の人工降

雪実験で得られたものと IIiJ程度である。

写真 2-aは二ili:の小角阪で向板の厚さ

が異なる粘品(写真右 ι 左下の *I~ífX'tJ) と，

二つの角阪がズレていると見られる結品(写

真左の結品， 1:j:J央部から校が付1びている)で

ある。
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156 油川英明

二つの1'(j1授の「字さが呉なるがII弘は，flJ板の大きさが同じであることから a刺|方向の成長は

同程度であるが、 ci¥qh方向の成長が両方の角板では異なるという特呉な形を示しているつ天然

雪の鼓型結lfhにおいては，両側の角板，

凶校などはむしろ逆に‘ aIlilh方向の成長

が異なっている場合は見られるが、 CI!ql!

方向の成長は|司じである(中谷3)の p.

26-27)。

向阪の中心軸がずれている結121は写

真の左上部jの結lfl!と比較すると，これら

の二つのfIj板が平行移動をしているよう

に見なされる U これがそのまま大きな雪

結品に成長した場合には平田上において

二つの六花がずれた，いわゆる「附型 l

の雪結IWI(中谷3)の p.19-21)の)J予が考え

られる。また‘ この結 lull の仁|二， Jλj~[)から jf[1

びている校が凍結微水滴の周回の校(写

真上の矢 I~[J)と類似していることは極め

て興味深い。

写真 2-bは、上下二つの角板が成長

時何らかの影響でヴjのaI!qn方向の成長

が優先し，それに見合う分だけ他方の角

LぷとムーJ
司}-1m 200 ca.) 

し一一一J
O}-llTl 100 (b) 

写真 2 特異な蛍給品の例

板の成長が抑制されたために生じた結品であろう。これは写真 2-aの場合と異なりli!lhのず、れは

見られないが， 見かけ上結品の中心部に a!fill!方向が怨んだ形の雪n:iit品となることが二子組、され

(氏)

(6) 

写真 3 校の!I¥[びた角柱 (a)と絞型結MJ(b) 

る。尚，これらの結IW，が生成したfI寺の雲箱内の

禍度は 190Cであった。

写真 3は 8CC~- lOCC の制度で生成した

fljH (a) と -15CC 近くで生成した以 ]í~ ;J'， [i""1" (b) 

である。これらのjijill-ilの特徴は、 flJ柱の阿側か

らそれぞれ一本の校が jr~1びていることである。

写真3-aのがi1171は，これらの校のrJlJき何度が約
500 で司 iIIT!)の大型低渦i:tiにおける比較的高

いj品度 (-20C~-10CC)で生成した V字型結

!日!の角度とほぼ同じuLiである。

尚、 この校は写真 2-aとは明らかに異な

った形である。 Magonoi山5)の実験において

-250C 以下で生成した氷品では、 この校に相

当する部分がピラミッド:伏の結lfhになることが
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示されている。これらのことから.この枝の部分の形態は氷品が生成する時の温度に関係して

いるものと推察される。

写真3-bはこのような角柱から成長した鼓型結晶である。すなわち，両面から二つの枝の

伸びた角柱が，その後角板の成長により鼓型になったものである。 また.写真右下の枝は 200

μm程の長さにまで成長している。

文献

1) Auer， .Tr.， A. H. 1971 Observation of ice crystal nucleation by droplet freezing in natural 
clouds. .J. Atmos. Sci.， 28， 285-290. 

2) 古川義純・遠藤辰雄・水野悠紀子・成瀬廉二・高橋庸哉 1980 垂直風洞による人工降雪実験. 雪氷，

43， 147-150. 

3) 中谷宇吉郎 1946 "雪の研究 ~n波書応， 161 pp 

4) 山下 晃 1974 大型低温箱を使った氷品の研究. 気象研究ノ一人 123，47-94. 

ち) Magono， C.， Fujita， S. and Taniguchi， T. 1979 Unusual Types of Single Ice Crystals origi-

nating from Frozen Cloud Droplets. .J. Atlllos. Sci.， 36， 2495-2501 


